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Abstract: A Polish doctor, author of juvenile literature, and an orphanage director, Janusz 
Korczak lived with children until his death in the Treblinka concentration camp. The United 
Nations’ Convention on the Rights of the Child is said to be based on his ideas of the rights of 
a child. Korczak’s rights of a child are famous as the Magna Carta Libertatis, i.e., the right of a 
child to his/her own death, the rights of a child to the present day, and the right of a child to 
be what he/she is.  Korczak’s thought and his life are vigorously studied in Poland. Likewise, 
Korczak’s thought and praxis are also widely appreciated in Germany. The collected works, 
Janusz Korczak Sämtliche Werke, were published in 18 volumes between 1996 and 2010, including 
supplementary volumes, while Deutschen Korczak-Gesellschaft e.V. has been publishing 
information and trends in Korczak research in Germany since 1997.  Particularly in the ﬁ eld of 
pedagogy, Germany is the center of Korczak studies and many papers and dissertations have 
been published in academic research. This study clariﬁ es the characteristics of the acceptance 
and development of Janusz Korczak’s thought in Germany, with a focus on the turning point of 
the publication of the collected works Janusz Korczak Sämtliche Werke (1996‒2010).
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Ⅰ．研究の目的と対象
経済至上主義，競争社会とさまざまな言葉で揶揄さ
れる現代を生きる多くの人々が，言葉や情報が溢れ，
表現する方法が多様かつ多くあるにもかかわらず，自
分がどのように生きたいかと声に出すことはおろか，
考えを巡らせる余裕すら持てず日々をやりこなしてい
る。日本国憲法によって定められている，人は生まれ
ながらにして幸福に生きる権利を有するが，自らの幸
福追求，自分自身の権利を権利享有主体，あるいは，
権利行使主体として自覚している人々はそう多くはな
いように思われる。こうした社会状況を打ち砕くべく
契機となったものに，子どもの権利がある。
子どもの権利に関する議論が国際的に盛んになっ
たのは，1989年の国連総会で採択された「子どもの
権利に関する条約（Convention on the Rights of the 
Child）」（以下，「子どもの権利条約」とする）の成
立である。この「子どもの権利条約」の草案の基に
なったと言われているのが，ポーランドの教育実践
家であるヤヌシュ・コルチャック（Janusz Korczak, 
1879-1942）の「子どもの権利」の思想である。コル
チャックは，子どもたちに権利を行使すること，尊重
することを教えようとした。子どもの権利を考えるこ
とは，それを保障していく大人の権利や生活をかえり
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みることでもある。子どもが自らの最大の発達のため
に大人の支援を必要とする存在であるがゆえ，子ども
の人権はそれを守り尊重し，育む大人の人権保障とも
関係しているのである。すなわち，現実的に子どもの
権利の保障を考えるとき，それが実現可能な大人たち
の生活の営みにおいて叶うものなのである。子どもの
権利が保障されているかどうかの問題は，大人自身が
十分な生き方ができているかという問題に集約されて
いく。子どもの生活が大人の生活や社会を映し出し，
子どもの権利を捉え直すことは，大人，否，人間その
ものの権利を問うことになる。では，考えられるべき
子どもの権利とは何か。ここで今一度，子どもの権利
とは何かが問われる必要がある。
コルチャックの著作をまとめたポーランド語版『ヤ
ヌシュ・コルチャック全集（Janusz Korczak dzieła）』
が刊行されたのは，「子どもの権利条約」が採択され
た後の1992年であった。コルチャックは医師や孤児院
の院長として働く傍ら，執筆活動にも精力的に取り組
んだ。彼の著作は，第二次世界大戦後になって，アル
ゼンチン，ベルギー，デンマーク，旧東西ドイツ，フ
ランス，イタリア，旧ユーゴスラビア，オランダ，オー
ストリア，ルーマニア，旧ソ連，スウェーデン，スイ
ス，スペイン，トルコ，ハンガリー，さらには日本と
いった国々で徐々に翻訳出版されることとなる１。
わが国におけるコルチャック研究は，1978年に日本
で初めてコルチャックに関する著作が劇作家の大井数
雄２によって発表され，1990年代には近藤二郎および
近藤康子によってその生涯が紹介３されている。また，
コルチャック作の児童書「マチウシ一世」の翻訳・出
版４などを通じて，コルチャックの児童文学は幼児教
育の分野においても取りあげられることとなる５。コ
ルチャックの子どもとの関わりと権利条約との関係６
についてはもちろんのこと，近年では，コルチャック
の思想と実践が彼の三つの子どもの権利を中心として
教育学の領域でも検討されている。彼の教育学思想を
ドイツのコルチャック研究を引き合いにしながら「教
育的行為の診断学」と捉える石川道夫の研究７や，コ
ルチャックの「子どもの権利」の思想の歴史的形成過
程を明らかにした塚本智宏の研究８などがなされてき
ている。さらにコルチャックの教育思想と実践，そし
て教育学の内実を明らかにすることを試み，そこから
教師教育を構想する小田倉泉の研究９や，孤児院「ド
ム・シエロット（Dom Sierot）」の設立とその歴史的
背景，および孤児院での実践や学生時代に参加してい
た慈善活動について研究を行っている大澤亜里の研
究10を中心として，コルチャックの思想と実践につい
ての本格的な教育学議論が展開されてきている。こう
したポーランド語の原典あるいはロシア語を介したわ
が国におけるコルチャック研究は，国際コルチャック
会議といった国際的なコルチャックを見直す動向11と
も連動しながら精力的に進められてきているといえよ
う。
しかしながら，わが国においてはコルチャック全
集をはじめとしたコルチャックの著作の紹介が限定
的であることにも起因して，コルチャックの「子ども
の権利」思想とその実践の教育学的意義の考察は，そ
の思想の形成とコルチャックの生涯との関連づけに留
まってきた12。それに対して，コルチャック全集の翻
訳と再構成に着手し，研究ネットワークの構築と積極
的な学術的発信を行ってきているのがドイツである。
ドイツ語版『ヤヌシュ・コルチャック全集（Janusz 
Korczak Sämtliche Werke）』は，ポーランドとドイ
ツという戦後処理にも関わる関係性の中で，ドイツ固
有の解釈に強調点が置かれながら，ポーランド語版全
集の刊行の直後の1996年から刊行されている。
このドイツ語版全集の刊行を主導したドイツにお
けるコルチャック研究の第一人者が，フリードヘル
ム・バイナー（Beiner, F.）である。彼を編集代表
に，ダウツェンロート（Dauzenroth, E.）やウンガー
マン（Ungermann, S.）といった中心的な編者らの
下で，ドイツ語版全集は1996年から2010年にかけて
１～16巻及び補巻二冊を合わせた全18巻にわたって
刊行された。本全集の刊行は，「ドイツコルチャック
協 会（Deutschen Korczak-Gesellschaft e.V.）」 の 設
立と同会による『コルチャック紀要（Das Korczak-
Bulletin）』の刊行にみられるように，ドイツにおける
コルチャック研究の礎となっている。こうした取り組
みが，教育学領域におけるコルチャックをテーマとし
た多くの学位論文の執筆へと直接的につながってい
る。1972年にコルチャックに贈られたドイツ書籍出版
平和賞だけではなく，その名を冠する学校がドイツ全
土に少なくとも50校以上存在していることにも，第二
次世界大戦下のナチス政権の被害者と加害者という歴
史の影響を見ることができる13。
本研究では，ドイツ語版の全集 „Janusz Korczak 
Sämtliche Werke“(1996-2010) の刊行を契機として，
コルチャックの思想と実践がドイツにおいてどのよう
に受容され，どのようにコルチャック研究が展開され
てきたのかについて検討する。まず，ドイツ語版全集
がどのような経緯で刊行され，どのような構成でコル
チャックの足跡と関連しているのかを明らかにする。
そして，全集刊行を契機とするドイツ教育学における
コルチャック研究の動向を整理する。
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ドイツにおけるコルチャック研究の動向
―　全集 „Janusz Korczak Sämtliche Werke“(1996-2010) の刊行を契機として　―
Ⅱ．ドイツ語版全集刊行の経緯14 
第二次世界大戦後，徐々にコルチャックの原典は，
アルゼンチン，ベルギー，デンマーク，旧東ドイツ，
旧西ドイツ，フランス，イタリア，旧ユーゴスラビア，
オランダ，オーストリア，ルーマニア，旧ソ連，ス
ウェーデン，スイス，スペイン，トルコ，ハンガリー，
さらには日本で刊行されるようになる。コルチャック
の祖国ポーランドにおいても，1992年にポーランド語
で『ヤヌシュ・コルチャック全集』が刊行されている。
コルチャックが生きている間に，多くの論文や文学作
品，書籍が増刷されてはいたものの，全集や選集が刊
行されることはなかった。そうしたポーランドの文脈
において，全集の刊行は新しい次元を開いていくもの
となった。しかしながら，全集の刊行には，長い歳月
を要した。1945年以降のポーランドは，「ポーランド
人民共和国」へと至る途中であり，国全体がわずかな
結束力しかなく，コルチャックの教育的な考えや理想
に対して影響を受けやすかった。しかし，その一方で，
個性や人権感覚を育てる教育やユダヤ的な思考や承認
が「ポーランド民族」という歴史的な経過の中へ持ち
込まれ，受け入れられ，さらにそれらに関する書物が
出版されることはいまだに困難であった。そうした背
景の中で，コルチャックの人生や学問的な意義は，文
芸学の背後に埋もれていったのであった。しかしなが
ら，その水面下で，コルチャックの孤児院で暮らした
人々や研究者たちによって，コルチャックの作品や伝
記が集められ，全集の刊行に向けての準備は進められ
ていた。また，イスラエルにおいてもポーランド語か
ら翻訳された選集が出版されるようになる。イスラエ
ルやポーランド以外にも，旧ソ連やアメリカにおいて
選集作品が登場し，1967年より，東西ドイツ統一の動
きがある中で，旧東ドイツにおいて最初の選集版が刊
行された。
ポーランド語の全集『ヤヌシュ・コルチャック』の
出版意図は，年代研究やテーマの焦点化であった。
1992年にこのようなコンセプトのもとで，ポーランド
語版全集の第一巻が国際的な支援とともに刊行され
た。そうこうするうちに，1996年までには，ドイツ連
邦共和国にとって共同的なコルチャック研究に必要不
可欠な基礎となるために達成されるプロジェクトの計
16巻にとっても重要となるポーランド語版全集計６巻
ができあがっている。
ドイツ語版コルチャック全集刊行に向けた構想の
コンセプトは，コルチャックの作品がドイツ語に翻訳
されるようになってから今日までの約半分ほどのコル
チャックの作品の成立段階にある。コルチャックの執
筆活動は1896年９月26日の「黄金の結び目」という題
の刊行物に始まり，1942年８月４日に書かれた「日記」
の最後の記事で終わる。この期間に24本の単独著書と
1000本の雑誌論文が出版された。また２本の脚本が上
演され，ラジオ講演の多数が放送された。ある脚本や
いくつかのラジオ放送によってテキストの形式が保存
された。それに加えて，いくつかの原稿，手紙，文書，
とりわけ，ゲットー時代からのものがある。この広範
囲に広がりのある作品のほとんどは，ドイツ語版『ヤ
ヌシュ・コルチャック全集』において議論され，言及
されている。構想されたコルチャックの創作期を顧慮
に入れると，ポーランド語の編集者たちとの親密で友
好的な共同作業の中で，ドイツ語版『ヤヌシュ・コル
チャック全集』は仕上げられた。
その際，ドイツ語版は存在する原資料やテキスト資
料や同様にポーランド語のいくつかの巻の改訂にも手
をつけたにもかかわらず，テキストに対する指示や注
釈と同様に解釈の際に固有の強調を置くことは，双方
の言語圏の異なる経験の背景や期待の背景を必要とし
た。翻訳の問いを解決すること以前に，まず第一に著
者の言語におけるテキストの原本の純粋な言語の問題
が取り扱われなければならないことが最終的には最も
明白な結果を生み出した。その一方で，固有の言語文
化の特徴を持つ異なる言語圏の中で翻訳を通して，固
有の注釈や解釈が必要不可欠となった。それ以外にも，
ドイツ語版でのコルチャックのテキストは，ポーラン
ド語版の全集のものよりも異なる視点で編成された。
ドイツ語版全集のための翻訳に基礎が置かれた文献
はとりわけ第１巻から成っている。手書きのものある
いは文筆の草稿は，わずかな構想やいくつかの原稿や
手紙を除いて，跡形もなくなっている。最も重要で救
われた原稿は「日記」，脚本「気の狂った元老院」，「ゲッ
トー」からの資料である。原本の大部分はポーランド
語での出版物である。いくつかはヘブライ語とユダヤ
語にのみ翻訳されたものがある。ほとんどの短いテキ
ストにおいては今日までコルチャックが原作者である
ことのしるしだけは推論されてきた。これに関する全
ての根源的な問いは，一つのテキストに対する注釈の
中やテキストの中の脚注に表れる翻訳の問題として取
り上げられる。
Ⅲ．コルチャックの足跡とドイツ語版
全集の構成
コルチャック15は，帝政ロシア領ポーランドのワル
シャワに生まれ，ポーランドに同化したユダヤ人家系
の出身であった。彼は，大学では医学を専攻し，日露
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戦争，第一次世界大戦中には軍医の経験を経て，医師
や児童文学作家といった活動と並んで，1912年にユダ
ヤ人の子どもたちのために設立された孤児院「ドム・
シエロット」の院長となり，以後30年間にわたり，子
どもたちと生活を共にした。彼は1942年８月６日に，
孤児院の200人の子どもたちとともにワルシャワゲッ
トーからトレブリンカ強制収容所に向かった。コル
チャックが世界的に注目されるようになったのは，第
二次世界大戦後のことである。コルチャックは，帝政
ロシアの厳しい支配下の元で過ごした幼少・学生時代
を通して，「世界を改革することはすなわち教育を改
革することである」16という教育に対する重要性と可
能性を見い出し，医者として子どもと関わることや戦
争で犠牲になっていく子どもたちを軍医として目にす
ることを通して，「子どもはすでに人間である」17と
いう子ども観を形成した。そして，これらは，その後
の孤児院での実践やコルチャックの生涯全体を貫いて
いる。
コルチャックは医学生や医師として学んだ医学的な
知識や技術を，「観察する，記録する，解釈する」と
いう方法として教育学へと展開させた18。すなわち，
コルチャックの教育学的な行為には，医師として患者
を診察する際の観察が根底にあり，目の前にある事実
から根拠を見出すことによる子ども理解という姿勢が
表れている。彼は1919年に建てられた孤児院「ナシュ・
ドム（NaszDom）」の経営にも携わっている。
コルチャックの子どもを理解しようとする姿勢に
は，「私は（子どもを－註：引用者）知らない」19と
いう意識が常に存在していた。これは，大人に子ども
に対する狭い価値観からの脱却を要求している。コル
チャックにとって子どもは人間の尊厳と人間の権利へ
の要求を持っており，さらに教育において子どもは客
体へとなってしかるべきというのではなく，その行為
の主体である20。さらに，コルチャックは大人に子ど
もの手本や道しるべになること，または，みずからす
すんで子どもの教育に取り組むことではなく，自由に
対する要求を子どもに認め，子どもが大人と同じ価値
のあるものであるとする子どもの権利を子どもの中に
取り立てることを要求した21。
コルチャックの思想や実践は，彼が「自由のマグナ
カルタ（Die Magna Charta Libertatis）」と称する三
つの子どもの基本的な権利としてよく知られている。
すなわち，「死に対する子どもの権利（Das Recht des 
Kindes auf den Tod）」，「今日という日に対する子ど
もの権利（Das Recht des Kindes auf den heutigen 
Tag）」，「あるがままでいることの子どもの権利（Das 
Recht des Kindes, das zu sein, was es ist）」である。
ポーランド語の全集については，先述した塚本が全
集の各巻の刊行年と全集に収められている主な作品名
について言及している。1992年刊行の第１巻には，「街
頭の子」，「サロンの子」。1998年刊行の第２巻には，「編
み篭」，「ユーモアと風刺時評」。1994年刊行の第３巻
には，「演壇にて：社会評論」，1998年の第４巻には，
「生活の学校」，「病院の光景；教育論文と医学論文」。
1997年刊行の第５巻には，「モシキ，ヨシキとスルー
レ」，「ユジキ，ヤシキとフランキ」。1996年刊行の第
６巻には，「栄光（名声）」，「短編小説」。1993年刊行
の第７巻には，「子どもをいかに愛するか」，「教育の
契機」，「子どもの権利の尊重」。1992年刊行の第８巻
には，「王様マチウシ一世」，「孤島の王様マチウシ」。
1994年刊行の第９巻には，「若きジャックの破産」，「も
う一度子どもになれたら」。1994年刊行の第10巻には，
「狂人の議会」，「散文詩」，「ラジオ作品」。1997年刊行
の第11巻には，「生活の規則」，「子どものための時事
評論」。1998年刊行の第12巻には，「魔法使いのカィトゥ
シ」，「頑固な少年の物語」，「短編小説」。1996年刊行
の第13巻には，「理論と実践；教育論文」。第14巻から
第16巻については，刊行年は不明となっているが，第
14巻には，「日記」，「リスト」，「ヴァリア」，というも
のが，第15巻にはヤヌシュ・コルチャックの人生と活
動そして作品の年表が，第16巻には，文献目録や索引
が収蔵されている22。
同様に，ドイツ語版『ヤヌシュ・コルチャック全集』
の第１巻～第16巻の目次は，コルチャックの著作から
なっているが，配列はポーランド語の全集とは，まっ
たく同じではない。第１巻は，「街頭の子ども」，「サ
ロンの子ども」。第２巻は，「ユーモレスク」，「風刺文
学」，「愚かなもの（Albernes Zeug）」。第３巻は，「赤
ちゃん（Bobo）」，「取り返しのつかない一週間」，「蝶々
の告白」，「もう一度子どもになれたら」，「生活の規則」，
「孤独について」。第４巻は，「いかに子どもを愛する
か」，「教育の瞬間」，「尊敬に対する子どもの権利」，「お
もしろい教育学」。第５巻は，「春と子ども」，「神と共
に一人」，「べらぼうに短い (Unverschämt kurz)」，「気
の狂った元老院」，「人間は良きものである」，「ヘルシ
ンキの３つの旅」，「聖書の子どもモーセ」。第６巻は，
「歴史と物語」，「教訓と観察」，「スイス旅行」。第７巻
は，「社会批判の新聞学」，「生活の学校」。第８巻は，
社会医学の著作。第９巻は，教育的な著作。第10巻は，
「サマーコロニーからの印象やメモ書き」，「モシキ・
ヨシキ・スルーレ」，「ユジキ・ヤシキ・フランキ」，「名
声」。第11巻は，「王様マチウシ一世」，「孤島の王様マ
チウシ」。第12巻は，「小さなジャックの破産」，「魔法
使いのカィトゥシ」。第13巻は，「頑固な若者」，「子ど
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もや若者のためのジャーナリズム」，「孤児院の報告と
歴史」。第14巻は，「小さな展望」，「ハヌカとプリム祝
日の場面」。第15巻は，「手紙やパレスチナの旅行」，「戦
争とゲットー時代の記録」，「日記と思い出」，「雑報」。
第16巻はコルチャックの生涯等が書かれている23。
以上，これまでに述べてきたコルチャックの足跡と，
コルチャックの著作およびポーランド語版全集，さら
にドイツ語版全集との対照を関係づけて一覧にしたも
のが【表１】である。
Ⅳ．全集刊行を契機とするコルチャッ
ク研究の動向
ドイツにおいてコルチャックは，1972年にドイツ出
版社・書籍販売店協会よりドイツ書籍出版平和賞を受
賞する。平和の思想の実現に向けた文学，学問，芸術
の領域における業績が認められての受賞であった。コ
ルチャックへの注目が教育学の文脈において際立って
くるのは，1989年の国連による「子どもの権利条約」
の採択およびポーランド語版『ヤヌシュ・コルチャク
全集』の刊行に負うところが大きい。このポーラド語
版全集の発刊を追うようにして，バイナーによるドイ
ツ語版『ヤヌシュ・コルチャック全集』の刊行によっ
て，ドイツ教育学におけるコルチャック研究が多様に
かつ多層的に展開されることとなる。ドイツにおける
コルチャック研究を支える研究ネットワークが，1977
年に設立された「ドイツコルチャック協会」の設立で
ある。「ドイツコルチャック協会」は，「オーストリア
ヤヌシュ・コルチャック協会」と「スイスコルチャッ
ク協会」との共同提携の中で設立され，1992年からは
『コルチャック紀要』を年に一巻発刊している。
同紀要は1992年に当時ヴッパータール大学の教授
だったバイナーとギーセン大学の教授だったダウツェ
ンロートによって創刊され，教育的な実践や道標に教
育的な指標，同様に国際的な水準でのコルチャックに
関する行事予定表の打ち合わせなどの報告といった今
日的な議論も掲載され，一巻につき約10本の論文や実
践報告が掲載されている24。
全集の刊行は，コルチャックの人物史やその教育的
業績に触れる著作の刊行も促している。例えば，2012
年にはコルチャックの足跡がまとめられ25，2017年に
はコルチャックの果たした実践的意義についての著
作26が刊行される。こうしたコルチャックの生涯を
テーマとする著作群だけではなく，教育学者として
のコルチャックに言及する著作は，主に全集の刊行
をリードした編者たちによって刊行されている。ダ
ウツェンロート（Dauzenroth, E.）は，コルチャッ
クの人生について言及した著作を刊行し27，ウンガー
マン（Ungermann, S.）は教育者であり教育学者と
してのコルチャックを描き出している28。キルヒナー
（Kirchner, M.）は，子ども期の研究者としてのコル
チャックに着目して「子どもについての創造的無知」
をテーマに著作を刊行している29。
むろん，人権と教育との関係に関わる著作の中でも，
コルチャックが果たした子どもの権利に対する議論の
貢献の重要性も取り扱われている30。また，民主主義
社会における政治教育の文脈においても，人権や子ど
もの権利をいかに教えるのかという考察もコルチャッ
クに言及しながらなされてきている31。
ドイツの教育実践におけるコルチャックの影響の
一端は，コルチャックの教育思想を学びながら教育
実践に携わるシュタイガー（Steiger, S.）らのよう
な取り組みにも見て取ることができる。彼は『コル
チャック紀要』の編集にも携わりながら，コルチャッ
クの孤児院の劇を今日の教室において実践する演劇
を通した教育実践に取り組み，その成果を2015年に
まとめている32。その他にも「ヤヌシュ・コルチャッ
ク」の名を冠する学校が，ドイツ全土には少なくと
も50以上存在している。そのうちの一校である「パ
ンコウ ヤヌシュ・コルチャック中等学校（Janusz-
Korczak-Sekundarschule Pankow）」では，特色コー
ス（Proﬁ lkurs）という選択科目の取り組みを通して，
子どもたちが自分にとっての学びを主体的に考える自
由を保障している。すなわち，子どもたち自身がコル
チャックの子どもの基本的な権利の思想に触れるよう
なカリキュラム構成が重視され，倫理学の授業のよ
うにコルチャックを教材として日々の授業実践にコ
ルチャックの思想を反映させる実践にも着手してい
る33。
こうした多様でかつ多層的に展開される教育学研究
におけるコルチャック受容の中でも最も注目すべきは
やはり，「子どもの権利」に関わる研究動向であろう。
バイナーは2007年にコルチャックの「子どもの権利」，
とりわけ「尊敬に対する子どもの権利」に関わる論考
を集め一冊の本として刊行している34。これを基底と
して，2009年には子どもの権利保障を子どもの「人権
（Menschenrecht）」としてテーマ化し，ドイツ教育学
における子どもの権利条約と子どもの権利についての
議論をまとめた著作が刊行される35。また2013年には，
ベルリン自由大学にて開催された国際シンポジウムの
成果が，「子どもの権利のパイオニア」としてのコル
チャックというテーマのもとでまとめられている36。
バイナー自身もウンガーマンとともにコルチャッ
クの国際的な注目とその受容の動向に目を向けてお
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り37，ドイツ教育学研究におけるコルチャック受容の
独自性とその意義が世界的にも注目されてきている。
ドイツ教育学研究におけるコルチャック受容は，全
集の刊行と今なお最新の研究動向を発信しつづける
『コルチャック紀要』の創刊にその特質がある。その
中でも，編集代表を務めたバイナーによるコルチャッ
ク教育学の研究は世界的なコルチャック研究の中で
も，その権利の捉え方において際だった特質を有して
いる38。わが国においても小田倉（2008）では，「子
どもの権利尊重の基本は，教師と子どもの相互の尊敬
と信頼と愛情の関係であって，このような『尊敬の教
育学』が実践され得るのは，教師が自分の教育を通し
て子どもが人間になるのではなく，子どもはすでに完
全に尊敬すべき人間であるという認識で生活を共有し
子どもを扱うときのみである」として，バイナーの「尊
敬の教育学」の実践的意義に言及している39。バイナー
は，コルチャックの三つの子どもの基本的な権利であ
る「自由のマグナカルタ」が，コルチャックの「尊
敬に対する子どもの権利（Das Recht des Kindes auf 
Achtung / Prawo dziecka do szacunku）」にくくり
上げられるものであるとし，そこから「尊敬の教育学
（Pädagogik der Achtung）」としてコルチャックの教
育学的意義を構想している。その際，バイナーはカン
トの「尊敬（Achtung）」の概念を引き合いに出しな
がら，コルチャックの「尊敬に対する子どもの権利」
の独自性を検討している40。そして，「尊敬に対する
子どもの権利」における「尊敬」の概念を「大人が子
どもを尊敬することで子どもに他者を尊敬することを
教えるという，相互的な現象としての尊敬」41と意義
づけている。バイナーは，コルチャックの思想と彼が
提起する「子どもの権利」とを結びつけ，それを構造
化することによって，コルチャックを教育学の俎上に
乗せようとした。
V．おわりに
「子どもの権利条約」の草案の基となったコルチャッ
クの「子どもの権利」思想とその実践は，ドイツで
は，ドイツ語版全集の刊行を契機に，受容されること
になった。ドイツ語版全集は，コルチャックの生涯に
わたる著作や活動を広く知らしめただけでなく，編集
代表のバイナーやダウツェンロート，ウンガーマンら
の精力的な取り組みが，コルチャックをドイツ教育学
の俎上に乗せるための契機にもなった。さらにドイツ
のコルチャック研究は，コルチャックの「子どもの権
利」の思想の内実や子どもに対する姿勢を検討するだ
けでなく，それを現代の教育で問うべき対象であると
し，いかに教育の中で実践的に実現できるかについて
取り組んでいることに，研究の展開を見ることができ
る。そこには，子どもとともに強制収容所へと向かっ
たその生涯を英雄視するのではなく，その教育学的意
義を直視しようとするドイツ教育学においては，コル
チャック全集のドイツ語版の刊行とその学術的検討を
通じて，独自なコルチャック解釈が導き出されてきて
いる。
今後の課題としては，戦時下ポーランドにおける
コルチャックの実践を，戦後ドイツの教育学がどのよ
うに捉えようとしたのかという研究課題と同様に，今
日のわが国の社会における「子どもの権利」に根差し
た教育のあり方をコルチャックの原点に立ち戻りなが
ら，どのように構想するのかを実践に即して検討して
いくこととしたい。
表１　コルチャックの足跡とコルチャックの著作および
（出典：Beiner(1996), S. 469-487などをもとに筆者が作成）
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Janusz Korczak Sämtliche Werke
Band 1-16
ϛʖϧϱχʀϭϩεϡϭͶਫ਼ΉΗΖ 1878೧
ʀBand 1(1996) Kinder der Strasse.
Kind des Salons.
ʀBand 2(2002)
Humoresken, Satiren,
Albernes Zeug.
ʀBand 3(2000) Bobo.
Die verhängnisvolle Woche.
Wenn ich wieder klein bin.
Regeln des Lebens.   
Beichte eines Schmetterlings
ʀBand 4(1999) Wie man ein Kind liebt.   
Erziehungsmomente.
Das Recht des Kindes auf Achtung.
Fröhliche Pädagogik
ʀBand 5(1997) Der Frühling und das
Kind.
Allein mit Gott.
Senat der Verrückten.
Die Menschen sind gut.
Drei Reisen Herscheks
ʀBand 6(2000) Geschichten und
Erzählungen.   
Belehrungen und Betrachtungen.
Die Schweizreise
ʀBand 7(2002) Sozialkritische Publizistik.
Die Schule des Lebens
ʀBand 8(1998) Sozialmedizinische Schriften
ʀBand 9(2004)
Theorie und Praxis der Erziehung.
Pädagogische Essays 1898-1942
ʀBand 10(1998) Eindrücke und Notizen aus
Sommerkolonien.
Die Mojscheks, Joscheks und Sruleks.
Die Józeks, Jasieks und Franeks.
Ruhm.
ʀBand 11(2002) König Macius der Erste.
König Macius auf der einsamen Insel
ʀBand 12(1998)
Der Bankrott des kleinen Jack,
Kajtus, der Zauberer.
ʀBand 13(2003) Ein hartnäckiger Junge.
Publizistik für Kinder und Jugendliche.
Berichte und Geschichten aus den
Waisenhäusern
ʀBand 14(2005)
Kleine Rundschau, Chanukka- und Purim-
Szenen
ʀBand 15(2005)
Briefe und Palästina-
Reisen,
Dokumente aus den Kriegs- und Ghetto-
Jahren,    
Tagebuch-Erinnerungen, Varia
ʀBand 16(2010) Themens seines Lebens,
Kalendarium: Werkbiographie
ϕϧηΫάϞψζΠ೘ָ 1891೧
෗͹ࢰɽαϩοϡρέ͹ՊງཚɽΠϩώ
΢φͲ฾ͳຕΝ཈͑ 1986೧(18ࡂ)
ϭϩεϡϭ୉ָҫָ෨೘ָ
1989೧ʰ͠ΉΓ͓Ζ୉ָʱͶ΍ָ΁ɽϭϩεϡϭ࣌વڢճʤ1814ʛ1950ʥ͹ࢬઅͲඉ߻
๑͹گү׈ಊΝͺͣΌΖ
η΢ηٵՍָཻ 1899೧
ҫָ෨5೧ਫ਼ͳ͢ͱɼϤξϢਕࢥ఍͹ή
ϩʖϕ͹nϝύΤϓΩ|γϜʖΫϡϱϕ
ʤՈغαϫωʖʥͶϚϧϱτΡΠࢂՅ
1904೧
1906೧(28 ࡂ) ʰ19੊نྣਕѬࢧ૟͹൅ఴʱʤRozwój idei miłości bliźniegow XIX wiekuʥ
1906೧(28 ࡂ) ʲγϫϱ͹ࢢʹ΍ʳʤDziecko salonuʥʤϨʥ Band 1 (1996)
1909೧(31ࡂ)
ʲϠεΫɼϦεΫɼηϩʖϪʳʤMośki, Joski i Sruleʥ
ʤϬʥ
ʽϤξϢਕ͹ࢢʹ΍ͪͬͳ͹ٵՍଞରݩىʾ
Band 10 (1998)
ϏϨ΃ൔ೧ָཻ 1910೧(32ࡂ)
ʲϤζΫɼϢεΫɼϓϧϱΫʳʤϬʥ
ʤJózki, Jaśki i Frankiʥʽϛʖϧϱχਕ͹ࢢʹ΍ͪͬͳ͹ٵ
Սଞରݩىʾ
Band 10 (1998)
ʤ8݆Ґ઴ʥϫϱχϱ΃1ϴ݆๜໲ 1911೧(33ࡂ)
έϫϓϜϩψʰݿࣉ͹Պʱ͗ӣӨΝ֋࢟
αϩοϡρέ͗ݿࣉӅӅௗ 1912೧ ʲ෈߀͵Ҳुؔʳʤָߏ͹ਫ਼׈ΓΕʥ Band 3 (2000)
୊Ҳ࣏੊ֆ୉કʤʛ18ʥ͗ຆ൅͢ɼ୉ҙ
ͳ͢ͱ܋ୄ঎ॄ 1914೧(36ࡂ)
ϫεΠ್ַ݆ໍɼॉַ݆ໍ 1917೧(39ࡂ)
ϛʖϧϱχधཱི 1918೧(40ࡂ)
ʲࢢʹ΍Ν͏͖ͶѬͤΖ͖ʳ͹ݬߚΝܠ
͓ɼϭϩεϡϭؾؒɽϛʖϧϱχಢཱིɽ
ಢཱིޛ͹ϛʖϧϱχ͹ϤξϢਕਕ޳300
ຬਕओʤસਕ޳11ˍʥɽʰݿࣉ͹ՊʱͲ
͹࢕ࣆΝ࠸֋ɽՊఋҫ͹࢕ࣆ࠸֋ ϜϨ
ΠʀϫβϓηΩ―ϓΟϩηΩ͹ܨӨͤΖ
ݿࣉӅ͹ʰࢴͪͬ͹Պʤ๽ͪͬ͹Պʥʱ
ʤNasz Domʥʽϛʖϧϱχਕ͹ࢢʹ΍
ͪͬ͹ࢬઅʾ͹ҫं͕Γ;ޑΚΗਕͳ͢
ͱ͹࢕ࣆ֋࢟
1918೧(40ࡂ) ʲࢢʹ΍ͪͬΝ͏͖ͶѬͤΖ͖ɼՊఋ͹ࢢʹ΍ ʤʳJak kochać
dzieckoʥʤϮʥ
ʤ௫ຌஒ޼(2007)ʰαϩοϡρέ઎ਫ਼͹گүंگү ऑ͏گү
ं΃͹ϟριʖζ―ஸࡠ͖Δ͹ൊਰʀ࿨ชॄʱʲ໌رࢤཱི୉ָ
نགྷʳ୊̏תɼ115-131นͶͱҲ෨༃ड़ʥ
Band 4 (1999)
1919೧
ʲگү͹ܘؽʳʤMomenty wychowawczeʥʤϮʥ
ʤ๞༃ʁ௫ຌஒ޼ࣁྋ়ղʀ༃ɼྵ໨ʤ୉ᖔʥѧ཮ڠ༃(2008)
ʰϢϊεϣʀαϩοϡρέஸʲگү͹ॢؔʳʱʲ໌رࢤཱི୉ָ
نགྷʳ୊̐תɼ49-95นɽʥ
Band 4 (1999)
1919೧͖Δ1920೧ϛ࿒ક૬͹ؔϛʖϧϱ
χ܋ୄ͹ঙࠦ͹ஏҒ͍ͮͱɼఽઝබබӅ
ͶഁݥɼοϓηͶ״ઝɽ
1920೧(42ࡂ)
ʲͪͫҲਕਈͳ―ໃ৶ھं͹كΕʳ
ʤSam na sam z BogiemModlitwy tych, którzy się nie modlą
ʥ
Band 5 (1997ʥ
1922೧(44ࡂ) ʲԨ༹ϜοΤεҲ੊ɼঘઈʳʤKról Maciuś Pierwszyʥʽಒ࿫ʾʤϯʥ Band 11 (2002ʥ
1923೧(45ࡂ) ʲݿౣ͹Ԩ༹ϜοΤεʳʽಒ࿫ʾʤϯʥ Band 11 (2002ʥ
ࠅࡏ࿊໏ɼࢢʹ΍͹ݘཤઑݶʤζϣϋʖ
ϔઑݶɽ୊Ҳ࣏੊ֆ୉કͲકՒΝ͑͞
΋ͮͪࢢʹ΍ͪͬ͹ٻࡃ͗क͵໪దʥ
1924೧(46ࡂ) ʲऑ͘ζϡρέ͹ഃࢊʳʽࢢڛ༽ಣ෼ʾʤϰʥ Band 12 (1998ʥ
1925೧(47ࡂ)
ʲ΍͑Ҳౕࢢʹ΍Ͷ͵ΗͪΔʳʤKiedy znów będę małyʥʤ
ϯʥ Band 3ʤ2000ʥ
ʲཀྵ࿨ͳࣰભʳʤTeoria a praktykaʥʤϱϪʥ Band 9ʤ2004ʥ
1929೧
ʲࢢʹ΍͹ଜ॑͠ΗΖݘཤʳʤPrawo dziecka do szacunkuʥ
ʤϮʥ
ʤ๞༃ʁ௫ຌஒ޼(1993)ʰαϩοϡρέஸʲࢢʹ΍͹ݘཤ͹ଜ
॑ʳʤࣁྋ়ղʥʱʲلקگү๑ʳ୊92ߺɼ92-108นɽʥ
Band 4ʤ1999ʥ
ʲࢢʹ΍Ν͏͖ͶѬͤΖ͖ʳʤ୊್൝ɼึै൝ʥ
1930೧ ࠗே⏕ࡢ᥅㸦⏕άࡢつ๎㸧࠘㸦ϲ㸧 Band 3ʤ2000ʥ
̑ुؔϏϪηοψ๜໲ 1934೧ ʲຒ๑࢘͏͹ΩΡφΣεʳʤϳʥ Band12ʤ1998ʥ
ϏϪηοψ̔ुؔ๜໲ 1936೧
̖݆ɼϏϪηοψߨ͘Ν݀қʤಋ೧10݆
ΉͲͶʥɽ̗݆ɼψοηχ΢ς܋͗ϛʖ
ϧϱχ৷ߊ֋࢟ɽ11݆ɼʰݿࣉ͹Պʱͺ
ΰρφʖ΃ک੏Ңಊ
1939೧ ʲ͕΍͢Θ͏گүָʳ Band 4ʤ1999ʥ
݆̓ɼʰΰρφʖೖىʱʤPamię tnikʥ
Νࣧජ֋࢟ 1941೧
7݆22ೖɼαϩοϡρέ͹ஂਫ਼ೖͶʰϤ
ξϢਕ౨๏Ңಊʱ͹֋࢟ɽ̖݆̔ೖɼα
ϩοϡρέͳϲΡϩοϱηΩɼ200ਕ͹
ࢢʹ΍ͪͬɼͨ͢ͱɼݿࣉӅ͹ηνρϓ
ͺա෼ҢૻॶΤϞεϧήϕϧρςͶ࿊ߨ
ʤφϪϔϨϱΩɼଊࠃઊ໕फ༲ॶ΃Ң
ૻʥ
1942೧ ʲΰρφʖೖىʳʤPamiętnikʥʤϱϫʥ Band15ʤ2005ʥ
݆̒ɼϭϩεϡϭʀΰρφʖ͹ϤξϢਕ
෤ૹ๚ًΰρφʖշ໕ 1943೧
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